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本学新卒合格率 90.2％
過
去
６
年
の
新
卒
平
均
合
格
率
は
全
国
第
２
位
！

実
力
を
発
揮
し
毎
年
安
定
し
た
好
成
績
お
さ
め
る

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
14
日
（
金
）、
第
１
１
８
回
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
合
格
者

を
発
表
し
た
。
本
学
の
新
卒
受
験
者
54
名
中
49
名
が
合
格
（
90
・
７
％
）、
新
卒
合

格
率
で
５
年
連
続
の
90
％
以
上
の
好
成
績
と
な
っ
た
。
歯
科
情
報
サ
イ
ト
最
大
手
の

W
HITE CROSS

は
「
近
年
の
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
成
績
は
、
東
京
歯
科
大
学
と

松
本
歯
科
大
学
が
安
定
し
て
高
い
合
格
率
を
維
持
し
て
い
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

　

松
本
歯
科
大
学
の
過
去
５
年
の
平
均
合

格
率
91
・
98
％
、
過
去
３
年
の
平
均
合
格
率

91
・
38
％
は
と
も
に
、
全
国
歯
学
部
全
29
校

で
第
２
位
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
本
学
の
教

育
シ
ス
テ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
永
年
に
わ
た

る
改
革
が
そ
奏
効
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
１
１
８
回
歯
科
医
師
の
国
家
試
験
総

出
願
者
数
は
３
４
３
１
名
で
あ
っ
た
が
、
実

際
の
総
受
験
者
数
は
昨
年
よ
り
78
名
少
な
い

３
０
３
９
名
で
あ
っ
た
。

　

新
卒
の
未
受
験
者
は
３
３
７
名
で
あ
り
、

減
少
傾
向
に
は
あ
る
が
、
各
大
学
に
お
い
て

受
験
者
は
依
然
厳
し
く
絞
ら
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

　

総
合
格
者
数
は
昨
年
よ
り
76
名
多
い

２
１
３
６
名
と
な
り
、
既
卒
・
新
卒
を
含
め

た
全
体
の
平
均
合
格
率
は
、
70
・
３
％
（
昨

年
よ
り
４・２
％
上
昇
）、
国
立
・
公
立
大
学
は

79
・
９
％
、
私
立
大
学
は
67
・
２
％
で
あ
っ
た
。

全
体
合
格
率
が
70
％
を
超
え
た
の
は
12
年
ぶ

り
で
あ
る
。
新
卒
者
の
合
格
率
は
２・４
％
上

昇
、
既
卒
の
合
格
率
も
５・１
％
上
昇
し
た
。
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新卒合格率5年連続90％以上

第 118 回
（本年度） 90.7％

第 117 回 90.2％
第 116 回 93.1％
第 115 回 90.4％
第 114 回 95.4％

新
卒
者
の
学
校
別
合
格
率
に
お
い
て

90
％
を
超
え
た
の
は
、
１
０
０
％
の

大
阪
歯
科
大
学
を
筆
頭
に
13
校
で
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
誕
生
し
た
新
人
歯
科

医
師
に
お
い
て
、
女
性
歯
科
医
師
が

占
め
る
割
合
は
、
47
・
８
％
と
な
り
、

約
２
名
に
１
名
が
女
性
歯
科
医
師
と

な
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
歯
科
医
師
国
家
試
験

制
度
改
善
検
討
部
会
に
よ
る
諮
問
に

よ
り
、
一
昨
年
１
１
６
回
歯
科
医
師

国
家
試
験
か
ら
、
令
和
５
年
版
の
新

し
い
出
題
基
準
か
ら
の
問
題
出
題
と

な
っ
た
。
合
格
基
準
は
、
必
修
、
領

域
Ａ（
総
論
）（
一
般
問
題
１
０
０
題
）、

領
域
Ｂ
（
各
論
）（
一
般
問
題
80
題
と

臨
床
実
地
問
題
80
題
）
に
設
定
改
定

　３月 27 日（木）、学校法人松本歯科大学第 213 回理事会・第 153 回
評議員会において、新年度の役職教員が満場一致で承認された。
　今回の人事では、 歯学部長に中村浩彰教授（総合歯科医学研究所硬
組織疾患制御再建学部門）、図書館長に黒岩昭弘教授（理工学講座）、
衛生学院長に金銅英二教授が就任した。
　新役職教員を核とし、全学一致で歯学教育の充実とさらなる本学発
展に務めていく。

さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
歯
科
医
師
国

家
試
験
は
全
般
的
に
難
易
度
が
増
し

た
。
そ
の
た
め
、
必
修
問
題
中
５
問

を
含
む
合
計
17
問
の
採
点
除
外
な
ど

の
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
た
（
昨
年
は

９
問
）。
合
格
基
準
は
領
域
Ａ
59
・
８

％
、領
域
Ｂ
65
％
、必
修
80
％
と
な
り
、

領
域
Ａ
の
合
格
基
準
が
４
％
下
降
し

た
。

　

来
年
の
１
１
９
回
か
ら
は
Ｘ
Ｘ
タ

イ
プ
（
す
べ
て
選
べ
）
出
題
形
式
の
一

般
問
題
と
臨
床
実
地
問
題
は
廃
止
さ

れ
る
。
こ
れ
は
、
受
験
生
へ
の
心
理

的
負
担
が
強
く
、
受
験
者
の
能
力
を

適
切
に
評
価
す
る
方
法
と
は
言
え
な

い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

本
学
の
建
学
の
理
念
に
基
づ
く
頼

ら
れ
る
歯
科
医
療
人
お
よ
び
研
究
者

の
育
成
の
た
め
に
は
、
歯
科
医
師
国

家
試
験
の
合
格
は
単
な
る
通
過
点
で

し
か
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

今
後
、
教
職
員
と
学
生
が
協
調
し

て
歩
む
６
年
間
の
教
育
・
研
究
・
診

療
体
制
の
整
備
が
必
須
で
あ
り
、益
々

の
発
展
に
期
待
が
か
か
る
。  

合格祈願鉛筆を、一人ひとりに手渡す、樋口大輔病院長
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新卒合格率 90.7％の好成績第118回
歯科医師国家試験



第25回 「観桜会」
多彩な催しを企画

４月 29日（祝）に開催
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創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

　

梅
毒
の
話
に
意
外
な
ほ
ど
反
響
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
エ
イ
ズ

を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

こ
の
病
気
が
最
初
に
知
ら
れ
た
の

は
、
１
９
８
１
年
に
ア
メ
リ
カ
西
海

岸
で
複
数
の
若
い
男
性
が
重
い
肺
炎

に
な
り
、
そ
の
原
因
が
カ
リ
ニ
原
虫

と
い
う
き
わ
め
て
病
原
性
が
低
い
微

生
物
だ
っ
た
の
で
、
奇
妙
な
こ
と
だ

と
し
て
、症
例
報
告
さ
れ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
様
な
症
例
が
男
性

同
性
愛
者
、
ヘ
ロ
イ
ン
な
ど
の
麻
薬

使
用
者
な
ど
の
間
に
次
々
に
出
現
す

る
よ
う
に
な
り
、
死
亡
例

も
生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

医
学
者
ら
の
研
究
の
結

果
、
こ
れ
は
新
種
の
ウ
イ

ル
ス
が
免
疫
機
構
の
中
核

と
な
る
Ｔ
細
胞
を
破
壊
し

て
し
ま
う
た
め
に
、
患
者

は
後
天
性
免
疫
不
全
症
と

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
原

体
（
通
常
で
は
発
病
し
な

い
よ
う
な
病
原
性
の
弱
い

も
の
で
も
「
日
和
見
感
染
」

し
て
し
ま
う
）
の
感
染
や

悪
性
腫
瘍
の
発
生
に
対
す

る
抵
抗
力
が
失
わ
れ
て
発

病
か
ら
死
に
至
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。

　

病
原
体
の
ウ
イ
ル
ス
は
１
９
８
１

年
に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究

所
の
リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
ら
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

 

病
名
はAcquired Im

m
uno-

deficiency Syndrom
e

の
頭
文
字

か
ら
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
原
因
の
ウ
イ
ル
ス

はHum
an Im

m
unodeficiency 

Virus

で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
血
液
、
精
液
、

膣
分
泌
に
多
量
に
含
ま
れ
（
唾
液
、

母
乳
、
尿
、
汗
な
ど
に
も
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ご
く
少
量
で

あ
り
、
感
染
源
と
な
る
こ
と
は
稀
と

さ
れ
て
い
る
）、
性
行
為
や
血
液
が

付
着
し
た
注
射
針
の
使
い
回
し
が
主

な
感
染
経
路
と
な
り
ま
す
。

　

１
９
８
４
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
哲

学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
、
85
年

に
は
米
国
の
俳
優
ロ
ッ
ク
・
ハ
ド
ソ

ン
、
91
年
に
は
英
国
の
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド「
ク
イ
ー
ン
」の
歌
手
フ
レ
デ
ィ
・

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
と
い
っ
た
著
名
人
ま

で
こ
の
病
気
で
死
ん
だ
こ
と
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
有
効
な
薬
剤
も
、

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
後
の
治
療
法
も
ま
っ

た
く
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
下

で
す
。
世
界
各
地
で
パ
ニ
ッ
ク
が
広

が
っ
た
の
も
当
然
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

わ
が
国
で
の
第
１
号
患
者
と
さ
れ

る
の
は
、
１
９
８
５
年
に
米
国
か
ら

帰
国
し
た
男
性
同
性
愛
者
で
、
こ
の

時
は
特
異
な
性
癖
の
男
性
だ

け
の
病
気
だ
と
い
う
認
識
で

し
た
。

　

当
初
は
ア
メ
リ
カ
で
も
、

こ
の
病
気
は
男
性
同
性
愛
者

に
限
ら
れ
た
病
気
で
、
キ
リ

ス
ト
教
で
は
厳
禁
さ
れ
て
い

る
行
為
に
対
す
る
一
種
の
天

罰
だ
と
考
え
る
よ
う
な
人
が

少
な
く
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
女
性
の
罹
患
者
が
少
な

か
っ
た
の
は
、
直
腸
の
単
層

円
柱
上
皮
よ
り
も
性
器
や
口

腔
の
重
層
扁
平
上
皮
は
ず
っ

と
丈
夫
だ
っ
た
と
い
う
だ
け

で
、
乱
暴
な
行
為
で
傷
が
生
じ
れ
ば

感
染
す
る
の
が
当
然
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
年
に
松
本
の

浅
間
温
泉
に
滞
在
し
て
い
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
女
性
が
感
染
者
で
あ
る
こ
と

が
伝
え
ら
れ
た
時
に
は
、
観
光
客
の

足
が
途
絶
え
た
り
、
他
府
県
で
松
本

ナ
ン
バ
ー
の
車
が
立
ち
寄
り
を
断
ら

れ
た
り
す
る
よ
う
な
大
パ
ニ
ッ
ク
が

生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
次
の
年
に
は
、
神
戸
で
水

商
売
の
日
本
人
女
性
が
死
亡
し
、
多

く
の
男
性
が
検
査
に
押
し
か
け
る
と

い
う
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

エ
イ
ズ
は
日
本
で
も
感
染
が
広
が

り
始
め
た
の
で
す
。

全身疾患と口腔
その 3　エイズ①

も
し
東
京
に

「
金
の
ト
ラ
ン
プ
象
」
が
建
っ
た
ら

内
閣
官
房
参
与
　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
常
務
理
事
　

特
命
教
授
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

　

今
月
号
は
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
4
月
4
日
号
「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯
島 

勲
」

よ
り
、「
米
ウ
首
脳
会
談
で
ま
さ
か
の
激
し
い
口
論
」
と
、「
ト
ラ
ン
プ
が
投

稿
し
た
Ａ
Ｉ
動
画
」
に
つ
い
て
の
記
事
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

１
９
９
５
年
に
始
ま
り
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
る
「
観
桜
会
」
が
、

今
年
も
４
月
29
日
（
火
・
祝
）
の
午

前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
今
年
で

25
回
目
を
迎
え
る
こ
の
観
桜
会
は
、

松
本
歯
科
大
学
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
咲
き
誇
る
約
１
０
０
０
本
の

桜
を
背
景
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

展
開
さ
れ
る
春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
特
に
、
淡
い
紅
色
や
薄
黄
緑

色
の
八
重
桜
が
美
し
く
咲
き
誇
り
、

そ
の
可
憐
な
姿
が
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
る
。
訪
れ
る
人
び
と
は
、
春

の
訪
れ
を
存
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
学
病
院
前
、

中
庭
、
病
院
駐
車
場
な
ど
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
リ
ア
で
開

催
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
来
場
者
は

歩
き
な
が
ら
異
な
る
景
観
を
楽
し
め

る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ

ア
で
開
催
さ
れ
る

多
彩
な
催
し
に
参

加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

中
庭
で
は
、
伝

統
的
な
箏
の
音
色

が
響
く
な
か
、
野

立
て
が
催
さ
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
桜

を
眺
め
な
が
ら
上

品
な
お
茶
を
味
わ

え
る
。
ま
た
、
病

院
前
に
は
数
多
く

の
屋
台
が
立
ち
並

び
、
地
元
な
ら
で

は
の
グ
ル
メ
を
堪

能
で
き
る
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
走
り
、
家
族
連

れ
に
も
楽
し
め
る
内
容
が
充
実
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
病
院
駐
車
場

で
は
輸
入
車
の
展
示
会
が
開
か
れ
、

最
新
の
高
級
車
や
軽
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
、
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
が
並

ぶ
。
車
好
き
に
と
っ
て
は
見
逃

せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
病
院
内
で
は
、「
唾
液
に

よ
る
お
口
の
健
康
診
断
」
が
実
施
さ

れ
、「
り
っ
ぷ
る
く
ん
」
に
よ
る
、

唇
の
閉
鎖
力
測
定
、
矯
正
治
療
の
紹

介
や
医
師
、
歯
科
医
師
、
臨
床
検
査

技
師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
健
康
に
関
心
の
あ
る
人
に

と
っ
て
、
貴
重
な
情
報
を
得
ら
れ
る

場
と
な
る
。
ま
た
、
病
院
ラ
ウ
ン
ジ

で
は
、
焼
き
菓
子
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
な
ど
、
地
元
で
愛
さ
れ
る
名
品
が

販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
本
館
１
階
ラ
ウ

ン
ジ
に
は
休
憩
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
、
軽
食
を
楽
し
み
な
が
ら
く
つ
ろ

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

午
後
２
時
か
ら
は
、
本
学
体
育
館

に
て
「
桜
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
る
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
世

界
的
に
活
躍
す
る
指
揮
者
・
西
本
智

実
さ
ん
（
本
学
名
誉
教
授
）
が
率
い

る
イ
ル
ミ
ナ
ー
ト
フ
ィ
ル
に
よ
る
壮

大
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
が
行
わ

れ
、
華
や
か
な
音
楽
が
会
場
を
包
み

込
む
。
さ
ら
に
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
・
山
原
さ
く
ら
さ
ん

が
登
場
し
、
そ
の
美
し

い
歌
声
が
春
の
空
気
と

と
も
に
響
き
渡
る
。
満

開
の
桜
と
と
も
に
、
心

に
残
る
特
別
な
時
間
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
観
桜
会
と
並

行
し
て
、
学
生
た
ち

に
よ
る
第
38
回
大
学
祭

「
松
濤
祭
」
も
同
時
開

催
さ
れ
る
。大
学
祭
は
、

若
さ
と
創
造
性
に
あ
ふ

れ
た
企
画
が
満
載
で
、

学
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
作
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
に

活
気
を
与
え
る
。（
詳
し
く
は
、
４

面
で
紹
介
。）

　

満
開
の
桜
の
も
と
、
春
の
訪
れ
を

祝
い
つ
つ
、
美
し
い
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
、
音
楽
や
食
、
文
化
に
触
れ

る
特
別
な
一
日
を
、
家
族
や
友
人
と

と
も
に
、
春
な
ら
で
は
の
贅
沢
な
時

間
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

•―•―•―•―•―•―•―•―•

•
―
•
―
•
―
•
―
•
―
•
―
•

満開の桜を楽しむ家族連れ

歯科矯正の相談に応じる中根 卓助教

来場者を魅了した西本智実さんによるオーケストラ演奏（2024年）

　

米
国
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
外
交
に
世
界
中
が
注
目
し
て

い
る
。
石
破
茂
首
相
は
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
の
首
脳
会
談
を
無
難
に
乗
り

切
っ
た
が
、
２
月
28
日
に
行
わ
れ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
と
の
会
談
は
、
報
道
陣
の
前
で
激

し
い
口
論
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

米
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
を
続

け
る
条
件
と
見
ら
れ
て
い
た
鉱
物
資

源
の
権
益
を
め
ぐ
る
合
意
文
書
へ
の

署
名
も
見
送
ら
れ
、
停
戦
交
渉
も
暗

雲
が
立
ち
込
め
て
い
る
状
態
だ
。

　

米
国
の
負
担
が
大
き
い
支
援
に
消

極
的
な
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
早
期

の
停
戦
と
い
う
結
果
を
求
め
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
頭
越
し
に
ロ
シ
ア
と
の
交

渉
を
進
め
る
一
方
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
が
求
め
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加

盟
な
ど
停
戦
後
の
「
安
全
の
保
障
」

に
つ
い
て
は
否
定
的
で
、
会
談
前
か

ら
両
者
の
対
立
は
深
ま
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
平
和
は
遠
の
い
て
し
ま
っ

た
。
急
が
な
け
れ
ば
両
国
と
も
に
犠

牲
者
が
増
え
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
助

け
る
た
め
の
提
案
と
い
う
米
側
の
主

張
も
理
解
で
き
る
。

　

23
年
10
月
、ガ
ザ
地
区
で
「
事
件
」

が
起
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
イ
ス
ラ

エ
ル
は
た
び
た
び
ガ
ザ
地
区
を
攻
撃

し
、
ハ
マ
ス
は
テ
ロ
で
対
抗
と
い
う

状
況
が
続
い
て
い
た
。
学
校
や
病
院

も
攻
撃
さ
れ
、
多
数
の
民
間
人
が
犠

牲
に
な
る
様
子
を
見
る
の
は
い
た
た

ま
れ
な
い
思
い
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
登
場
し
た
の
が
、「
イ

ス
ラ
エ
ル
寄
り
」
を
公
言
す
る
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
だ
。
あ
っ
と
い
う
間
に

ハ
マ
ス
と
の
停
戦
合
意
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
さ
す
が
の
行
動
力
だ
と
思
っ
た

が
、
何
か
引
っ
か
か
る
も
の
が
あ
っ

た
。
ガ
ザ
地
区
を
米
国
が
所
有
し
て

再
建
す
る
の
だ
と
い
う
。
住
民
は
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
エ
ジ

プ
ト
な
ど
近
隣
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
移

住
さ
せ
た
上
で
、
破
壊
さ
れ
た
建
物

を
撤
去
し
て
更
地
に
し
、
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
再
開
発
す
る
と
い
う
プ
ラ

ン
は
、
不
動
産
王
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
ら
し
い
発
想
だ
が
、
現
地
の
パ
レ

ス
チ
ナ
人
の
気
持
ち
は
ど

う
な
る
の
か
。

　

報
道
に
よ
れ
ば
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
は
す
ぐ

に
反
発
し
、
欧
州
か
ら
は

「
国
際
法
違
反
で
は
」
と
の

疑
問
も
出
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

そ
し
て
そ
の
後
、
ガ
ザ
地
区
に
つ

い
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
人
質
解

放
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
収
監
さ
れ
て

い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
釈
放
の
ニ
ュ

ー
ス
が
と
き
ど
き
伝
え
ら
れ
る
だ
け

で
大
き
な
動
き
は
な
か
っ
た
が
、
２

月
下
旬
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
自
ら
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
生
成
Ａ
Ｉ
で

作
成
し
た
ガ
ザ
地
区
の「
復
興
計
画
」

の
動
画
を
投
稿
し
た
。

　

動
画
は
「
ガ
ザ
２
０
２
５
」
の
タ

イ
ト
ル
か
ら
始
ま
り
、
黄
金
の
ト
ラ

ン
プ
像
が
建
て
ら
れ
た
街
で
子
ど
も

た
ち
が
遊
び
、
街
の
土
産
物
店
に
は

黄
金
の
ト
ラ
ン
プ
グ
ッ
ズ
が
並
ぶ
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
水
着
姿
で
く
つ

ろ
ぐ
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
首
相
も
い
る
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
何
の
た
め
に

こ
の
動
画
を
公
開
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
の
平
和
な
未
来
の
た

め
に
、
何
ら
か
の
戦
略
が
あ
れ
ば
よ

い
の
だ
が
、
単
な
る
ア
ピ
ー
ル
だ
と

し
た
ら
悲
し
い
。
か
の
地
で
は
、
子

ど
も
を
含
め
、
約
４
万
８
０
０
０
人

が
亡
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

日
本
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
戦

後
に
焼
け
野
原
に
な
っ
た
東
京
で
、

復
興
支
援
の
名
の
下
に
米
国
大
統
領

の
金
ぴ
か
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
、
日

本
文
化
を
無
視
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
が
立
ち
並
ぶ
と
し
た
ら
、
ど
う
思

う
だ
ろ
う
か
。
強
制
的
な
移
住
は
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
に
と
っ
て
特
に

つ
ら
い
こ
と
だ
と
思
う
。
当
初
は
元

の
住
民
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
の

共
存
も
模
索
さ
れ
た
が
、
パ
レ
ス
チ

ナ
人
は
住
む
場
所
を
奪
わ
れ
続
け
て

い
る
。

　

デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）
を
重
視
す
る

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
た
ガ
ザ
地
区
が
、
米
国
の

所
有
と
な
る
こ
と
で
、
戦
争
が
終
わ

っ
て
経
済
的
に
も
裕
福
に
な
る
の
だ

か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
と
っ
て
も
得

だ
と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
も
、
国
力
の

違
う
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
を
続
け
る
こ

と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
自
身
の
損
害
と

支
援
す
る
各
国
の
負
担
が
大
き
く
、

多
少
ロ
シ
ア
側
に
譲
歩
し
て
も
停
戦

を
急
い
だ
ほ
う
が
得
策
と
の
判
断
だ

ろ
う
。
た
と
え
利
益
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
今
回
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

計
画
は
感
情
的
に
受
け
入
れ
る
の
が

難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

生成 AI 作成によるトランプ像

告 知

•―•―•―•―•―•―•―•―•

•
―
•
―
•
―
•
―
•
―
•
―
•



Campus Today� No. 495, April 1, 2025／page 3

　

学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
の
第
２
１
３
回
理
事
会
、第
１
５
３
回
評
議
員
会
が
３
月
27
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
、
２
０
２
４
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
、
中
期
計
画
な
ど
の
案
件
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
し
た
。

理事会報告

省
エ
ネ
対
策
を
引
き
続
き
推
進
し
、コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
る

2025年度予算
2025年4月1日～ 2026年3月31日

� （単位　　円）

収　入　の　部 支　出　の　部

科　　目 予算金額 科　　目 予算金額

学生生徒等納付金収入 2,153,600,000 人件費支出 2,455,900,000

寄付金収入 18,100,000 教育研究経費支出 1,559,500,000

補助金収入 222,700,000 管理経費支出 935,800,000

付随事業・収益事業収入 1,718,100,000 借入金等利息支出 3,277,842

借入金等収入 0 借入金等返済支出 0

その他の収入 1,585,100,000 施設設備関係支出 484,300,000

前年度繰越支払資金 1,380,003,555 その他の支出 894,400,000

翌年度繰越支払資金 744,425,713

収入の部合計 7,077,603,555 支出の部合計 7,077,603,555

【
主
な
会
議
事
項
】

１
．
中
期
計
画
（
２
０
２
５
～
２
０

２
９
年
度
）
案

２
．
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画

３
．
２
０
２
４
年
度
補
正
予
算
案
お

よ
び
２
０
２
５
年
度
予
算
案

４
．
２
０
２
５
年
度
内
借
入
限
度
額

の
承
認

　

会
議
事
項
１
～
４
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
が
な
さ
れ
、
承
認
可
決
さ
れ

た
。
な
お
、
２
０
２
５
年
度
事
業
計

画
の
目
標
お
よ
び
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
事
業
計
画
（
目
標
）
】

〈
Ⅰ
教
育
・
研
究
〉

１
．
歯
学
部

　

松
本
歯
科
大
学
（
歯
学
部
）
は
、

１
９
７
２
年
４
月
１
日
に
開
設
し
、

本
年
度
で
54
年
目
を
迎
え
る
。
歯
学

部
は
建
学
の
理
念
を
具
現
化
し
、
人

間
教
育
全
体
を
教
育
目
標
と
し
て
、

人
間
と
し
て
の
倫
理
に
基
づ
き
「
良

き
歯
科
医
師
と
な
る
前
に
良
き
人
間

た
れ
」
と
い
う
教
育
方
針
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
歯
科
医
師
と
し
て
社
会
に
貢

献
し
、
歯
科
医
学
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

２
．
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
・
総

合
歯
科
医
学
研
究
所

　

松
本
歯
科
大
学
大
学
院
歯
学
独
立

研
究
科
は
、
学
部
の
講
座
を
主
体
と

し
た
研
究
科
で
は
な
く
、
総
合
歯
科

医
学
研
究
所
を
基
盤
に
し
た
独
立
研

究
科
で
、
２
０
０
２
年
12
月
19
日
に

設
置
許
可
を
受
け
、
２
０
０
３
年
４

月
１
日
に
開
設
し
、
本
年
度
で
23
年

目
を
迎
え
る
。

　

大
学
院
は
、
口
腔
生
命
科
学
の
理

論
及
び
応
用
を
教
授
研
究
し
、
深
奥

を
究
め
、
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
創
造
性

豊
か
な
優
れ
た
研
究
者
を
養
成
し
、

社
会
環
境
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
豊

富
な
学
際
的
知
識
と
、
専
門
的
技
術

を
修
得
し
た
境
界
型
研
究
者
・
歯
科

医
療
職
業
人
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

　

教
育
に
お
い
て
は
、“
研
究
型
大

学
院
”
を
掲
げ
、
先
端
歯
科
医
療
の

研
究
と
技
術
開
発
を
融
合
さ
せ
た
研

究
拠
点
の
形
成
と
、
歯
科
医
学
分
野

の
総
合
的
な
人
材
育
成
を
し
て
い

る
。
研
究
に
お
い
て
は
、
国
内
外
の

多
数
の
研
究
機
関
や
企
業
と
連
携

し
、
共
同
研
究
を
進
め
、
世
界
に
通

用
す
る
最
先
端
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

①
入
学
定
員
充
足
率
の
向
上

　

②
大
学
院
教
育
の
実
質
化

　

③
標
準
修
業
年
限
内
で
の
学
位
授

与
の
促
進

　

④
研
究
者
、
大
学
教
員
の
養
成

　

⑤
世
界
水
準
の
研
究
活
動
の
推
進

３
．
衛
生
学
院

　

松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院
は
、
１

９
７
６
年
４
月
に
開
校
。
１
９
７
７

年
３
月
に
専
修
学
校
と
し
て
設
置
認

可
を
受
け
、
本
年
度
で
50
年
目
と
な

る
。

　

衛
生
学
院
は
、
歯
科
衛
生
士
に
必

要
な
知
識
と
技
術
を
教
授
し
、
豊
か

な
人
格
を
養
い
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　

今
日
、
人
口
の
高
齢
化
が
進
行
す

る
の
に
伴
い
、
老
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
支

え
る
柱
と
し
て
、
歯
と
口
の
健
康
の

意
義
が
再
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
口
腔
健
康
管
理
の
担
い
手
と
し

て
そ
の
活
動
分
野
は
ま
す
ま
す
広
が

っ
て
い
る
。
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
が

強
調
さ
れ
る
な
か
で
、
歯
科
医
師
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
職
種
と
協
働

し
て
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
、
質
の

高
い
歯
科
衛
生
士
を
送
り
出
せ
る
よ

う
、
教
育
内
容
の
一
層
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。

　

①
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
実

践
的
な
歯
科
衛
生
士
の
育
成

　

②
授
業
内
容
の
改
善

　

③
新
卒
者
の
歯
科
衛
生
士
国
家
試

験
の
全
員
合
格

　

④
入
学
定
員
の
確
保
と
優
秀
な
入

学
者
の
確
保

〈
Ⅱ 

病
院
・
診
療
〉

　

地
域
医
療
及
び
本
学
を
支
え
る
医

師
、
歯
科
医
師
、
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し
、
経
費
率
意
識

及
び
自
費
率
の
向
上
を
図
る
。

　

地
域
医
療
を
支
え
、
質
の
高
い
医

療
の
提
供
、
県
内
の
病
院
診
療
所
と

連
携
を
強
化
さ
せ
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
向
け
た
疾
病
予
防
・
重
症
化
予

防
、
及
び
各
科
の
患
者
情
報
を
共
有

し
、
医
科
歯
科
連
携
を
充
実
さ
せ
る
。

新
た
な
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
感
染
予
防

を
強
化
し
、
社
会
貢
献
を
果
た
す
。

⑴
歯
科
部
門

　

①
質
の
高
い
医
療
の
提
供

　

②
人
材
の
育
成

　

③
医
療
収
益
の
向
上

　

④
病
診
、
病
病
連
携
の
強
化

　

⑤
歯
科
医
科
連
携
の
充
実

　

⑥
地
域
連
携
の
推
進

⑵
医
科
部
門

　

①
人
材
の
育
成

　

②
医
療
収
益
の
向
上

　

③
病
診
、
病
病
連
携
の
強
化

　

④
医
科
歯
科
連
携
の
充
実

〈
Ⅲ 

管
理
・
運
営
〉

　

病
院
の
収
支
改
善
、
学
生
募
集
に

お
け
る
募
集
人
員
の
確
保
、
そ
れ
以

外
の
コ
ス
ト
削
減
を
基
本
と
す
る
。

予
算
に
基
づ
く
適
正
な
予
算
執
行
及

び
予
算
外
の
支
出
に
つ
い
て
は
大
学

運
営
上
必
要
不
可
欠
な
対
応
を
優
先

さ
せ
つ
つ
、
そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て

十
分
な
検
討
を
行
い
引
き
続
き
効
率

的
な
管
理
・
運
営
を
行
う
。

⑴
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

⑵
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

⑶
図
書
館
内
、
自
習
室
に
設
置
の
情

報
検
索
用
端
末
を
優
先
順
位
を

き
め
て
交
換
し
て
い
く
。

   

国
立
情
報
学
研
究
所
に
よ
り
改
変

さ
れ
た
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
環
境

を
軌
道
に
乗
せ
、
研
究
成
果
物
等

の
登
録
・
公
開
が
ス
ム
ー
ズ
に
実

行
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
。

⑷
新
規
人
材
の
確
保
及
び
、
優
秀
な

若
手
人
材
登
用
を
進
め
人
員
体

制
整
備
を
実
施
す
る
。

⑸
外
部
研
究
資
金
確
保
の
た
め
、
分

析
状
況
を
学
内
に
周
知
し
、
研
究

者
の
意
識
向
上
を
推
進
し
て
、
研

究
費
等
の
採
択
率
を
増
加
さ
せ
る
。

⑹
病
院
運
営
効
率
化
の
推
進
及
び
収

益
率
の
改
善
に
努
め
、
人
間
ド
ッ

ク
や
保
険
外
診
療
の
拡
充
に
よ

り
、更
な
る
収
入
確
保
を
目
指
す
。

⑺
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
合
格
率
、

　

特
待
生
制
度
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル

を
行
い
、
多
く
の
受
験
生
を
獲
得

し
、
募
集
人
員
を
確
保
す
る
。

⑻
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
資
料

請
求
増
加
に
対
応
し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
動
画
制
作
等
に
よ
り
、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
よ
り
充
実
さ
せ

更
な
る
資
料
請
求
増
を
目
指
す
。

⑼
病
院
地
域
連
携
と
協
力
し
て
病
院

広
報
を
推
進
し
、
よ
り
身
近
な
病

院
作
り
に
努
め
る
。

⑽
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
大
学
行
事
の

案
内
や
研
究
活
動
等
の
発
表
に

努
め
る
。

⑾
現
行
の
災
害
危
機
に
対
応
し
た

「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
内
容
の

点
検
、
個
別
の
日
常
的
危
機
事
象

に
対
応
す
る
危
機
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
を
行
い
、
統
合
し
た
「
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
完
成
さ

せ
る
。

⑿
科
学
研
究
費
補
助
金
な
ど
の
公
的

研
究
費
や
、
共
同
研
究
費
な
ど
の

外
部
資
金
を
活
用
し
た
研
究
環

境
の
整
備
に
努
め
る
。

⒀
学
長
が
中
心
と
な
り
自
己
点
検
・

評
価
委
員
会
に
よ
り
評
価
結
果

に
基
づ
く
必
要
な
改
善
を
推
進

す
。
る

⒁
知
的
財
産
の
管
理
の
適
切
な
ラ
イ

セ
ン
ス
活
動
に
努
め
る
。

⒂
年
間
安
全
衛
生
計
画
に
基
づ
く
安

全
衛
生
活
動
を
実
施
す
る
。

⒃
噛
む
こ
と
を
意
識
し
た
カ
ム
カ
ム

メ
ニ
ュ
ー
関
連
行
事
を
継
続
実

施
す
る
。

⒄
市
民
公
開
講
座
を
開
催
す
る
。

　

①
入
学
定
員
充
足
率
の
向
上

　

②
歯
学
部
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上

　

③
退
学
者
、
除
籍
者
の
低
減

　

④
標
準
修
業
年
限
内
で
の
卒
業
率

の
向
上

　

⑤
現
役
学
生
の
歯
科
医
師
国
家
試

験
合
格
率
の
向
上

　

⑥
新
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

事業計画を説明する廣瀬事務局長

臨
床
研
修
を
終
え
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

２
０
２
４
年
度　

臨
床
研
修
修
了
証
書
授
与
式

　

３
月
21
日（
金
）午
前
９
時
よ
り
、

松
本
歯
科
大
学
病
院
の
臨
床
研
修
歯

科
医
に
対
す
る
臨
床
研
修
修
了
証
授

与
式
が
本
学
創
立
30
年
記
念
棟
常
念

岳
の
間
に
て
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
、
宇
田
川
信
之
歯
学
部
長
よ

り
「
こ
れ
か
ら
の
進
路
は
大
学
の
職

員
や
大
学
院
生
と
大
学
外
の
就
職
先

と
、
さ
ま
ざ
ま
目
標
が
違
う
も
の
で

は
あ
る
が
、
こ
の
研
修
で
培
っ
た
経

験
を
生
か
し
て
、
本
学
や
歯
科
界
の

た
め
に
活
躍
を
祈
願
し
て
い
る
」
と

の
御
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

引
き
続
き
、
樋
口
大
輔
病
院
長
か

ら
「
本
学
で
学
ん
だ
基
本
的
な
歯
科

医
療
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
と
し
て

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
研
修
を
修
了
で
き
た
こ
と
を
音

琴
研
修
管
理
委
員
長
を
は
じ
め
全
て

の
指
導
医
、
ま
た
病
院
事
務
室
の
ス

タ
ッ
フ
な
ど
多
く
の
職
員
に
も
感
謝

す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
研
修
修
了
判
定
を
受
け

た
研
修
歯
科
医
23
名
の
う
ち
出
席
し

た
22
名
に
対
し
て
、
樋
口
病
院
長
か

ら
１
名
ず
つ
呼
名
を
受
け
た
研
修
歯

科
医
が
、
研
修
修
了
証
書
を
授
与
さ

れ
た
。

　

最
後
に
、
研
修
歯
科
医
を

代
表
と
し
て
、
中
村 

葵
研

修
歯
科
医
か
ら
、
１
年
間
で

の
臨
床
研
修
の
指
導
を
受
け

た
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の
活
躍

の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。
研

修
歯
科
医
と
参
列
者
と
の
記

念
撮
影
を
行
い
、
授
与
式
は

終
了
と
な
っ
た
。 

　

臨
床
研
修
は
修
了
証
書

を
、
４
月
１
日
以
降
に
厚
生

労
働
省
関
東
信
越
局
へ
送
付

し
、
歯
科
医
師
登
録
と
並
行

し
て
臨
床
研
修
修
了
登
録
を

予
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

の
申
請
に
つ
い
て
も
筆
者
な

ら
び
に
病
院
事
務
課
か
ら
詳

細
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
の
臨
床
研
修
は
こ
れ
で

予
定
さ
れ
た
日
程
を
修
了
す
る
運

び
と
な
っ
た
。
病
院
に
お
け
る
管

理
診
療
科
（
初
診
室
、
補
綴
科
、

保
存
科
歯
周
、
保
存
科
歯
内
、
小

児
歯
科
）
の
科
長
は
じ
め
と
す
る

指
導
歯
科
医
、
上
級
歯
科
医
の
先

生
方
に
は
、
日
々
の
ご
指
導
を
賜

り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
専
門
診
療
科
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た

口
腔
外
科
、
地
域
連
携
歯
科
、
歯
科

麻
酔
科
の
先
生
方
に
も
短
期
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
手
厚
い
ご
指
導
を
、

病
院
の
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工

士
、
看
護
師
の
皆
様
方
に
も
、
研
修

歯
科
医
へ
の
ご
指
導
と
評
価
を
い
た

だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

校
友
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
来
年
度
も
多
く
の
知
己
の
卒
業

生
が
本
学
病
院
臨
床
研
修
を
選
択
し

て
頂
く
よ
う
に
、
本
学
臨
床
研
修
を

ご
紹
介
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。（
詳
細
は
大
学
Ｈ

Ｐ
：https://w

w
w

.m
du.ac.jp/

hospital/clinical_training/
program

/

、
ご
質
問
等
は
、
左
記

の
連
絡
先
へ
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。：info_ippan@

m
du.ac.jp

）

　

来
年
度
の
歯
科
医
師
臨
床
研
修
は

２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。
40
名
前
後
の
歯
科
医
師
が

臨
床
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
病
院
内
外
の
校
友
の

先
生
方
の
ご
理
解
な
ら
び
に
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
研
修
管
理
委
員
会
委
員
長/

プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅰ
責
任
者
総

合
診
断
科
・
総
合
診
療
科　

教
授　

音
琴
淳
一　
　
　

）

修了証書を授与された研修歯科医 22 名
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〔
定
年
退
職
〕　　

３
月
31
日
付

十
川　

紀
夫�

（
教
授
（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
硬
組

織
疾
患
制
御
再
建
学
部
門
））　　

）

若
林　

英
美�

（
事
務
局
入
試
広
報
室
係
長
）

高
村　

昌
明�

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
課
長
補
佐
）

原　
　

聖
司�（
事
務
局
衛
生
学
院
事
務
室
室
長
）

９
日
㈬
～
11
日
㈮

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
１
学
年
）

10
日
㈭

　

入
学
式
（
歯
学
部
・
大
学
院
・
衛
生
学
院
）

11
日
㈮

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
第
２・３
学
年
）

　

健
康
診
断
（
第
１
～
６
学
年
）

11
日
㈮
～
15
日
㈫

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
衛
生
学
院
第
１
学
年
）

16
日
㈬

　

献
血

23
日
㈬

発
表
会
（
大
学
院
）

29
日
㈫

　

観
桜
会
・
松
濤
祭

〔
採
用
〕�

３
月
1
日
付

　

原　
　

千
夏�

（
東
京
診
療
所
歯
科
助
手
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
））

　

黒
岩　

理
恵�（
東
京
診
療
所
歯
科
衛
生
士
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
））

〔
昇
任
〕�

３
月
1
日
付

小
林　

良
美�

（
主
任　
　

放
射
線
検
査
室
診

療
放
射
線
技
師
主
任　
　

）

〔
配
置
替
・
兼
務
〕�３
月
1
日
付

　

横
井
由
紀
子�（
准
教
授
（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
硬
組
織
疾

患
制
御
再
建
学
部
門
・
大
学
院
歯
学
独
立
研

究
科
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
講
座
兼
務

）

〔
兼
務
〕�

３
月
1
日
付

　

田
中　
　

恵�

（
東
京
診
療
所
係
長
兼
務
）

〔
兼
務
解
く
〕�

３
月
1
日
付

　

川
原　

一
郎�

（
教
授
（
病
院
）
兼
務
を
解
く
）

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
啓け

い
ち
つ蟄

を
間
近

に
控
え
た
３
月
４
日
（
火
）、
本
学

講
堂
で
松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院
第

47
期
生
の
卒
業
式
が
厳
か
に
挙
行
さ

れ
た
。
卒
業
生
45
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
未
来
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
当
日
は
予
想
外
の
大
雪

に
見
舞
わ
れ
、
式
は
予
定
よ
り
30
分

繰
り
上
げ
て
の
実
施
と
な
っ
た
が
、

卒
業
生
た
ち
の
門
出
を
祝
う
か
の
よ

う
に
、
降
り
積
る
雪
が
式
典
に
い
っ

そ
う
の
感
慨
を
添
え
た
。

　

式
典
で
は
、
矢
ヶ
﨑 

雅
理
事
長

が
「
国
家
試
験
も
終
え
、
あ
と
は
結

果
を
待
つ
の
み
。
い
よ
い
よ
社
会
に

飛
び
出
す
時
だ
」と
卒
業
生
を
激
励
。

「
働
く
こ
と
に
は
義
務
と
責
任
が
伴

い
、
時
に
は
忍
耐
が
求
め
ら
れ
る
。

未
来
へ
の
期
待
と
決
意
を
新
た
に

第
47
期
生 

衛
生
学
院
卒
業
式

し
か
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
世
界

一
の
歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
て
欲
し

い
」
と
、
力
強
い
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

続
い
て
、笠
原
悦
男
学
院
長
は「
こ

の
３
年
間
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦

で
は
な
か
っ
た
は
ず
」
と
学
生
た
ち

の
努
力
を
称
え
、「
苦
労
な
く
し
て

成
長
は
な
い
」と
語
っ
た
。
そ
し
て
、

「
愛
語
は
展
開
す
」
と
い
う
仏
教
の

教
え
を
引
用
し
、「
人
を
褒
め
、
思

い
や
る
こ
と
が
、
や
が
て
自
分
自
身

の
成
長
へ
と
つ
な
が
る
。
社
会
に
出

て
も
、
そ
の
心
を
大
切
に
し
て
欲
し

い
」と
温
か
な
言
葉
で
送
り
出
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
名
前
が
担
任
の
髙
山
き
よ
江
専

任
教
員
よ
り
呼
ば
れ
、
笠
原
学
院
長

か
ら
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
学
業
優

秀
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
学
院
長
賞

に
は
岩
原
純
子
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
、
岩
原
さ
ん
が

「
４
月
か
ら
歯
科
衛
生
士
と
し
て
新

た
な
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。
多
く
の

人
と
出
会
い
、
経
験
を
重
ね
る
中
で

困
難
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
時
こ
そ
、
本
学
で
の
学

び
を
思
い
出
し
、
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
」と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

そ
の
言
葉
に
、
仲
間
た
ち
も
深
く
頷

き
な
が
ら
、
未
来
へ
の
期
待
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
た
。

　

春
雪
の
中
、
卒
業
生
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
未
来
へ
向
け
て
歩
み
始
め
た
。

第38回松濤祭

活気あふれる企画が満載

　

第
38
回
松
濤
祭
が
４
月
29
日（
火
・

祝
）、
観
桜
会
と
同
時
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
今
年
の
松
濤
祭

は
、
松
本
歯
科
大
学
病
院
患
者
駐
車

場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
活
気
に
満

ち
た
多
彩
な
企
画
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
実
行
委
員
長
に
は
第
４
学
年
の

木
ノ
島 

旺
さ
ん
、
副
実
行
委
員
長

に
は
門
司
拓
磨
さ
ん
が
就
任
し
、
開

催
に
向
け
た
準
備
が
順
調
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。
学
生
た
ち
の
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
催
し
が
多
数
予
定
さ
れ

て
お
り
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り

が
期
待
さ
れ
る
。

　

会
場
内
に
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
単
位

や
１
学
年
の
ク
ラ
ス
単
位
、
さ
ら
に

は
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
の
出
店
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
計
14
店
舗
が
軒
を

連
ね
る
予
定
だ
。
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
、

学
生
た
ち
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ

れ
、
訪
れ
た
人
々
の
舌
を
楽

し
ま
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。ま
た
、

体
験
型
の
企
画
も
多
数
予
定

さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
は
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
通
じ
て
祭
り
の
雰
囲
気
を

存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
も
充
実
し
て
い
る
。
本
学
の

軽
音
楽
部
か
ら
は
４
グ
ル
ー

プ
が
出
演
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
あ
ふ
れ
る
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
予
定
だ
。

情
熱
的
な
演
奏
と
迫
力
あ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
会
場
の

熱
気
を
い
っ
そ
う
高
め
る
こ

と
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
12
時

過
ぎ
か
ら
は
、
上
田
染
谷
丘

高
校
の
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
優

雅
で
美
し
い
音
色
が
響
き
渡

る
こ
と
で
、
来
場
者
に
癒
し

の
ひ
と
と
き
を
提
供
す
る
。

　

そ
し
て
、
午
後
１
時
か
ら

は
、
松
濤
祭
の
目
玉
と
も
い

え
る
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
お
笑
い
ス

テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
る
。
今
年
は
、

人
気
お
笑
い
ト
リ
オ
「
ぼ
る
塾
」

を
は
じ
め
、
ア
イ
ロ
ン
ヘ
ッ
ド
、

Everybody

、
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音

楽
隊
と
い
っ
た
実
力
派
芸
人
が
登
場

し
、
観
客
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
個
性
豊
か
な

芸
人
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ

り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
る
こ

と
間
違
い
な
し
。

　

今
年
の
松
濤
祭
は
、
長
年
の
伝
統

を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
試

み
に
も
挑
戦
す
る
意
欲
的
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
実
行
委
員
長
の
木
ノ

島
さ
ん
は
、「
過
去
の
伝
統
的
な
イ

ベ
ン
ト
を
復
活
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ
て
松

濤
祭
を
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
し
、

次
世
代
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
、
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
る
。
実

行
委
員
会
の
努
力
と
、
学
生
た
ち
の

熱
意
が
詰
ま
っ
た
松
濤
祭
に
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
度
臨
床
研
修
歯
科
医
症
例
報
告
会
開
催

活
発
な
質
疑
応
答
が
飛
び
交
う

　

２
月
27
日
（
木
）
と
28
日
（
金
）

の
両
日
、
松
本
歯
科
大
学
病
院
臨
床

研
修
歯
科
医
の
症
例
報
告
会
が
本
学

図
書
会
館
学
生
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
日
、
27
日
は
11
人
の
研
修
歯
科

医
が
、
28
日
は
12
人
の
研
修
歯
科
医

が
研
修
成
果
を
発
表
し
、
多
く
の
研

修
歯
科
医
か
ら
の
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
最
初
に
は
、
樋
口
大
輔

病
院
長
か
ら
「
研
修
歯
科
医
は
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
研
修
を
最

後
ま
で
行
っ
て
欲
し
い
、
今
回
の
症

例
報
告
内
容
は
ま
だ
技
術
習
得
の
中

途
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
振
り

返
り
も
し
っ
か
り
行
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

発
表
は
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
15
分

程
度
で
、
研
修
歯
科
医
一
人
ひ
と
り

が
緊
張
し
な
が
ら
も
、
適
切
に
そ
の

内
容
が
聴
衆
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

聴
覚
障
害
の
あ
る
杉
野
研
修
歯
科
医

も
、
Ａ
Ｉ
音
声
を
駆
使
し
て
内
容
と

考
察
が
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
た
発
表

で
あ
り
、
多
く
の
質
疑
応
答
が
音
声

認
識
ソ
フ
ト
等
を
利
用
し
て
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
日
の
最
後
に
は
、
川

原
一
郎
教
授
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅱ
責
任

者
）、
森　

啓
特
任
教
授
（
研
修
管

理
副
委
員
長
）
か
ら
、
研
修
内
容

の
成
果
が
充
分
に
報
告
さ
れ
た
こ
と

と
、
こ
れ
を
糧
と
し
て
将
来
の
歯
科

医
師
の
精
進
に
勤
め
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
、
ま
た
最
後
に
私
か
ら
常
に

歯
科
医
師
と
し
て
の
治
療
分
析
と
計

画
はideal

な
も
の
を
目
指
し
て
欲

し
い
こ
と
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
冬
季
に
体
調
不
良
者
が

多
く
、
当
日
の
研
修
歯
科
医
の
体
調

も
心
配
さ
れ
た
が
、
全
員
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
発
表
ま
で
の
管
理
診
療

科
長
な
ら
び
に
指
導
歯
科
医
の
先
生

方
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
指
導
歯
科
医
の
先
生
方
を
は

じ
め
多
く
の
診
療
科
の
先
生
方
に
も

ご
参
加
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

本
内
容
は
、
本
年
春
に
ま
と
め
た

も
の
を
、「
令
和
７
年
度　

松
本
歯

科
大
学
病
院
研
修
歯
科
医
症
例
報
告

集
」
と
し
て
、
各
診
療
科
な
ら
び
に

図
書
館
に
送
程
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
本
年
秋
に
は
、
臨
床
研
修
を

管
轄
す
る
全
国
歯
学
部
歯
科
大
学
の

管
理
者
・
指
導
歯
科
医
・
研
修
歯
科

医
が
参
集
す
る
「
第
18
回
日
本
総
合

歯
科
学
会
学
術
大
会
」が
11
月
23
日
、

24
日
に
松
本
市
Ｍ
ウ
ィ
ン
グ
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
発
表
し
た
研
修
歯
科
医
に
も

発
表
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
校
友
の
先
生
方
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

（
研
修
管
理
委
員
会
委
員
長/

プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅰ
責
任
者

総
合
診
断
・
総
診
療
科　

教
授　

音
琴
淳
一　
　
　

）

　

春
休
み
期
間
中
、
衛
生
学
院
歯
科

衛
生
士
科
の
１
・
２
年
生
の
希
望
者

を
対
象
に
、
日
本
ス
コ
ラ
㈱
が
清
掃

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
、
学
生
た
ち

が
学
校
の
清
掃
活
動
に
励
ん
だ
。
今

回
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
学
生
た
ち
に

実
際
の
清
掃
作
業
を
通
じ
て
、
衛
生

管
理
の
重
要
性
を
学
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

清
掃
作
業
は
、
10
～
15
人
ほ
ど
の

グ
ル
ー
プ
で
行
わ
れ
、
主
に
病
院
と

本
館
の
廊
下
の
ワ
ッ
ク
ス
剥
離
作
業

と
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
担
当
。
作
業
時

間
は
10
時
か
ら
15
時
ま
で
の
５
時
間

（
う
ち
１
時
間
は
昼
休
み
）
で
、
体

力
を
使
う
仕
事
な
が
ら
も
、
学
生
た

ち
は
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

指
導
を
担
当
し
た
の
は
、
日
本
ス

コ
ラ
㈱
の
清
掃
責
任
者
で
あ
る
生
田

美
幸
さ
ん
。
生
田
さ
ん
は
、
病
院
清

掃
受
託
責
任
者
の
資
格
を
持
つ
ベ
テ

ラ
ン
で
、
清
掃
業
務
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
だ
。
モ
ッ
プ
の
正
し
い
掛

け
方
や
、
汚
れ
を
効
果
的
に
落
と
す

た
め
の
力
の
入
れ
具
合
な
ど
、
細
か

い
技
術
を
丁
寧
に
指
導
し
た
。

　

作
業
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、

「
普
段
は
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
廊

下
も
、
こ
う
し
て
掃
除
を
し
て
み
る

と
、
清
潔
を
維
持
す
る
大
変
さ
が
よ

く
わ
か
る
」
と
話
し
、
学
校
を
綺
麗

に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
た
。

衛生学院生が活躍
春休み特別清掃

卒業証書を学院長より受け取る卒業生

研修成果を発表する研修歯科医

学生にモップ掛けを指導する生田さん


